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技術部門                   部門  

専門とする事項   

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －      

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

３ １  

 

２ ０ ２ ２  令 和 ４ 年 度  Ⅱ － １ － ３  

 

市 街 地 に お け る 道 路 は 建 築 物 と の 関 係 に お い て 単 に

通 行 の 場 で あ る の み な ら ず 建 築 物 の 利 用 、 災 害 時 の 避

難 路 、 消 防 活 動 の 場 、 建 築 物 な ど の 日 照 、 採 光 、 痛 風

な ど の 確 保 な ど 安 全 で 良 好 な 環 境 の 市 街 地 を 形 成 す る

う え で 極 め て 重 要 な 機 能 を 果 た し て い る 。  

こ う し た 道 路 の 機 能 が 発 揮 で き る よ う 建 築 基 準 法 に

定 め ら れ て い る 周 辺 の 道 路 の 状 況 に よ っ て 建 築 物 や そ

の 敷 地 に 課 せ ら れ る 規 制 を ２ つ あ げ 、 そ れ ぞ れ の 特 徴

を 説 明 せ よ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和 年度 技術士第二次試験答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は、1マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24字×25字 

１  道 路 斜 線 制 限  

道 路 斜 線 制 限 は 、 前 面 道 路 の 反 対 側 の 境 界 線 か ら 一

定 の 範 囲 に お い て 当 該 敷 地 の 上 空 に 向 か っ て 、 一 定 の

勾 配 の 斜 線 を 引 き ① 、 こ れ に よ り 建 築 物 の 高 さ を 制 限

す る 。 用 途 地 域 の 内 、 住 居 系 、 住 居 専 用 地 域 は １ ： １ ．

５ 、 そ の 他 の 用 途 地 域 は １ ： １ ． ２ ５ ② で あ る 。 ③  

２  北 側 斜 線 制 限 ④  

北 側 の 隣 地 の 日 当 た り を 考 慮 し 、 南 か ら の 日 照 の 確

保 の た め 、 建 築 物 の 高 さ を 制 限 す る 。  

北 側 隣 地 境 界 線 上 に 一 定 の 高 さ を と り 、 そ こ か ら 一

定 の 勾 配 で 記 さ れ た 線 （ ＝ 北 側 斜 線 ） の 範 囲 内 で 建 築

物 を 建 築 す る 。 ⑤  

                      以 上  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 「一定の」という表現が多用されており、具体性に欠けます。 

② 何と何の比なのか分かりません。 

③ 特徴が記述されていません。 

④ 道路機能を発揮できる制限ではないと思います。 

⑤ 内容云々より、文量が圧倒的に足りません。原則、問題用紙はすべて使い切ることを心掛けまし

ょう。 


